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スギの新害虫スギザイノタマパヱ

について

井 上 一
冗

貝IJ(1)

1.まえがき

昭和 28 年 11 月，林業試験場熊本支場保護研究室長小田久五按官よりスギ幹部に寄生するタマパエ科

昆IJJ.の送付を受け，その同定をもとめられたコ当蒋とりあえず，スギザイノタマバエなる和名を附してお

いたが，その後これが形態，分類を研究の結果新種なることを確認した

しかし， この虫がはたして第 1 次性の害虫なるや第 2 次性の害虫なるや， :'!_なはだ疑問であったとこ

ろ，このほど現地調査の機会が与えられ，演しく被害状況を知ることができたので，被害の大要と新種の

記裁をする次第である、なお，本虫の詳しい経過習性や防除法については，今後熊本支場において研究す

るはずである弓

日本産のタマパエ科l主林業害虫のうちで，その研究が最も立ちおくれている分野である二研究着手の当

初jにおいて激励され，種々御援;日Jくださった林野庁原普及課長，河合慎二元防除室長，茅野一男係長(現

林試調査室長〉に深甚の誘主意を表する

林業試験場今~保護部長，同部有賀好文技官，林業試験場北海道交場長柳 F鋼造氏等は著\去の研究遂行

に際し，格別の便宜をお取り計らい下さったことに対し衷心感謝の立を表する一

北海道大学内田登一教授，安fE京三↑専土，林試熊本支場長内漆信行氏， 同場小田久五室長，岩崎!享按

官，同宮崎分場長外山三郎博士，同分場温水竹lllJ室長，力日久藤営休署長田北正j;'J!.l\:，同一宮永野経営課長，

園川狙当区主任ならびに林試北海道交場小野馨竣官，高井正利技官等の御援助;二対し深謝の;立を表する c

2. 被害箇所および分布

(1) 被害箇所一一宮崎県西諸県郡加久藤村大字東長江涌字作琵倉国有林，白鳥経営区，第 11 i~、班を小

班，大正 12 年値牧スギ林 10.13 陪内(第 3 図参照L

(2) 分布一一本虫はこの地方のスギ林一帯に蔓延している模業であるが，詳溜は今後の調査によって明

らかにされるであろう

なお，本種に類似の幼虫が，東京都南多摩郡横山村国有林内にて，林試昆虫研究室の有賀好文技官によ

って昭和 29 年に発見されている z いまだ成虫を捕獲していないので，同種か否か不明であるが，この類

が東京附近のスギ林にも産することが明らかとなったc

3. 地況，林況および気債の概要

白鳥経営区の被害林は海抜高約 1 ， OOOm で，北西函の傾斜地であるこ土壌f土輝石安山岩， A 層は黒色

火山灰土で 30cm 内外， B 層は赤色粘土質である=この附近は天然モミ，ツガ林の低限界で，スギの高

(1) 北海道支場保護部長・農学博士
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限 wでもあるへもともとこの iiiヰ杉山工夫然生のモしツガ林を皆伐して，大正 12 年にスギを造林したも

のうしい。現在このスギ林の周辺には突然生のシラカシ，アカガシ，タプ，ヒメシャラ，イスノキ-'，イ

ノキ，イヌガヤその{也常緑広葉町が生育している J なお，この附近一:17iこ 100 陪以上のスギ造林地が断続

している

4. 被害発見の劃機

彼容を最初に発見した動機(土，昭和 28 年 10 月中旬ごろに新しく歩道をつけた際， 11市己造1本地内に小

群状のスギ枯f白木のあることを，'f;'，千!:Ì'日当区主任が発見したことにはじまる F 同氏が被害スギをまZiJ皮したと

ころ，鮮紅色の幼虫カ:\，、ることを発見した これが加久藤営林署を経由して，熊本営林局に送付され，つ

いで林試熊本支場に伝達されだのであるぺ

5. 被害状況

大1E 12 "ド柚不kのスギ林 10.13 田内の 1-2 級木が，コド虫の寄生をう:十て樹皮下に大ノj、の斑紋 (fleck)

が多数でき，閣皮が容易に:!J:1j隊状となり， 2-3 本あて小群状:こ枯死している c すでに全休の 2-3% は

完全に枯死し，なお，頻死の状態にあるもの 10% 内外認められ，々の他の残存木lこも次第に衰弱の徴候

がみられるつ f第 1-2 図参照)

樹高は 15-20 m 平均 18m，直径は 16-35cm 平均 26cm で， 31 年生造林地としては，治組Z高の

割合に泊去における成長やや可良と i認められたコ

本虫の被害は，はじめ 30 平生前後のスギ壮齢林で発見されたので，幼虫はかかる林分にのみ棲息する

ものと思われたが，現地調査の結果，隣接の同経営区，第 11 林班の小班，昭和 15 年梢栽スギ林 12.2

陪内「樹高 4-6m，胸高l直径 3-8cm) の樹皮下にも多数寄生していることを発見した、 この造材3也は

戦時中保育が不充分で，不成績i~i;;j判!となっている〔しかして，この被害林の成長はあまり旺感ではない

が，外if見 k 今にわかに枯死するような徴候はみられなかった(第 4 図参照)..

この地方の地採は皆伐，企刈， :nJ't払法を採用しており， 1前殺後l主連続 4 カ年間，年 1 回あてド刈し，ぞ

の後は隔年 2 同下刈するのが普通で.成長のよい土ころでは連続 4 カ年間の下刈だけで中止するところも

第 1 図 スギザイノタマパエ被害木の樹冠群

宮崎果西:諸宗郡力日久藤村

31 年生造林地

第 2 図 スギザイノタマパェ被害林内

樹皮剥離状況

'同上造林地〕
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スギザイノタマバエの寄生している

14 年生スギ造林地

第 4 図スギザイノタマパェ被害林

(同上の遠望〕

第 3 図

あるの

現地調査の際，前記の若いスギ彼寄木の樹皮 IごI司、る幼虫数とその斑紋数とを地上 30cm ごとに区切

って計算したところ，第 1 表のとおりである

昭和 15 年植栽スギ樹皮下のスギザイノタマバェ第 I 表
また，同一造林地内で温水竹則按

官が菌類調査に使用された材株二 4
「日百辛口 29 ó手 10 月 15 日調査)幼虫数と斑紋数
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第 l 表のように僅か 3m のスギ樹

皮|ごに 1 ， 392 匹の幼虫が寄生してい

るが，この幼虫寄生によって生じた

樹下の斑紋数は1， 352 であった

た，第 2 表のように樹高 4.16m の

少し大きいスギでは幼虫数は1， 598

B

9
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ｭ

-
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ロ

匹で， ~証紋数は 2 ， 604 であったこ

これらの彼害木は，本虫の寄生を

うけても直ちに枯死するようなこと

はない。長期にわたり連年本虫の自主

昭和 15 if. íi直毅スギ樹皮下のスギザイノタマパエ幼虫数と斑紋数第 2 表

1 菌顎に侵さ
樹 高生きた幼虫数 l れTニ幼虫数 幼虫数計 J

C立1

O~ 70 

70~140 

14つ~210

210~230 

23コ-350

3訂~416

(昭和 29 年 10 月 21 日健否鋭査j

斑紋数

1, 223 

742 

423 

216 

0 

0 

2 , 604 

555 

459 

364 

2:6 

4 

0 

:， 5つよ

63 

47 

7 

0 

0 

つ

492 

412 

357 

216 

4 

0 

1, 481 

幹材番号

ー
ム
つ
ム
つ

U
A
せ
R
U

ぷ
U
!
ャ1

3

ロ



- 4 ー 林業弐験場。f究報告第 78 号

容をうけると靭皮爪および事皮部;こ多数の斑紋が生じ，樹皮が自然に剥離しやす〈なるので，次第に樹勢

が衰えて. 30 年生前後のうつ閉林となったころ;こ枯死するものが現れるのである

6. 幼虫の性質と被害の現れ方

本幼虫はスギの級皮部と木質部との間二ある形E【ぇ h".' Í> !J近に穿入する性質がある乙幼虫には Breastbone

I1掬骨」と称する矢筈状の骨 ι十が第 3 í1fj;こ Jうって，主主入にあたっては適度にそれを運動させて掘進するこ

とヵ:て、きる。

第 5 図 スギザイ/タマバェの幼虫寄生

による靭皮部の斑紋

幼虫の寄生をうけている周囲は，はじめ黄愛

するが， 後次第hこ褐~し，斑紋 (fleck) とな

る 斑紋の大きさ;工幼虫 1 匹寄生の場合は，お

よ令長さ 6~10mmX径 5~7mm くらいが普

通であるが，々の部二集まっていた幼虫の数に

よっては，不規則iこかなり大きいのもある。斑

紋の生成について;工後述するコ

形成層はその分生;こより靭皮と木質の両部を

形成していくが，靭皮部に現れた多数の被害斑

紋は年ととも i二外方;こ押し出され，厚い皮j習中

に認められるのが普通である したがって，被

宮木の外皮を剥いでいくと，皮層;こ多数の斑紋が第 5~6 図のよ主 hこ現れる かくのごとく，年とともに

級皮i郊に無数の斑紋が生ずると樹木の生活機能が次第に支える

一方縦管東形成層は毎年内方，こ向って. 11論ずつ木質剖;を増加するものであるから，形成層に現れた斑

紋はセのまま木質部;ニ明れることもある{第 7 図参照)したがって，被害材を横断すると，斑紋が午輸に

第 6 図 ス千ザイノタマパェ

幼虫の寄生により樹皮

中に生じた斑紋

第 7 図 スギザイノタマバェ

幼虫の寄生により辺材部

iこ生じた斑紋

沿うて不規則に現れる O

L 、し、かえれば，これらの

斑紋は幼虫の寄生後，樹

皮傾ljの柔細胞がその刺戟

をうけてすみやかに分裂

し，柔細胞組織を形成し

てこの平孔を充塞し，そ

の後この部分の形成層は

次第に治癒して，ふたた

び正しい木質が形成され

ることによるものであろ

フ

さらにスギの樹齢を増

し，樹皮が厚くなるにし
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たがい，多数の幼虫が長年4こわたり皮部を上下するため，その細胞組織を破i委する Jこ至る c しかるときは

樹皮は次第に剥離し，自然に厚い層をなして靭皮部附近より脱落するーまた，指先にでも容易に樹皮をまJJ

離させうるにいたる 3 白鳥経営区の被害地ではスギが 30 年生ごろになって，皮が剥げ/1、群状に枯死して

し、るが，これら被害木のうち 1 本を伐倒してみたところ，地上 15m まで樹皮下に無数の斑紋があったd

7. 被害樹皮下に現われる斑紋 (fleck) の生成

混水竹則技官の研究によると，本幼虫の寄生をうけた変色部(斑紋)(陪赤褐色をおびた古い受色部)に

はバクテリヤや糸状菌もみられたが.~色の若い部分(愛色の初期) ;こはバクテリヤのみの部分がほとん

どなく，細胞組織と内容物がただ黄色になっているものが多い。それが着色の原因か，菌類によるもので

あるかどうかは疑問であるとし，さらに着色は本幼虫の寄生によって材の組織が刺戟されるか，あるいは

)部の細胞組織の壊死により，その内容物質がたまり斐色するのではないかとしづっ

従来の学説hこよると，死細胞は膨圧を有しないので厚嘆の細胞以外;工周回組織より圧迫せられ周平とな

り，その内容は凝集，橋~注することが多く壕死商請の病~は:SE性であると L 、われている 2

また，幼虫の寄生部位に生ずる斑紋l工虫の寄生傷痕に，バクテリヤや糸状菌が細胞間寄生繁殖をなし，

中間膜を溶解して生ずる愛色であって，ついに枯死に導くものであると L 、う説がある:このことについて

は外国の同類昆虫で. f也樹種に寄生するものにその例があるので，今後植物病理学者を煩わし解明の必要

がある。

8. 生活史の概要

本虫の生活史の詳細は，今後熊本支場において研究されるはずであるが，今までに知り得たことを参考

までに;氾すると次のごとくであるこ

幼虫は冬季スギ樹皮ドにありて越年し，第 1 回の成虫は 5 月上旬より発生しはじめ，その最擁期は 5 月

中，下旬であって. 6 月上旬になるとその発生が少なくなるコ第 2 回の成虫発生ば 7 月中旬ごろカ‘らで 8

月上，中旬に最磁期となり. 9~10 月にもいくらか発生しているニ筆者:ì 10 月 15 日若干の成虫を加久惑

の被害林で採集したコ

以上はいまだ飼育により正確な調査を行ったものでなく，一部を除いては野外観察程度のものであるか

ら，成虫の発生回数が明らカ通でなく，今後の研究にまたねばならないー

従来海外において研究されたものによると，タマバェ類は気温や湿度;二関係が深く，発生地!の気候によ

りその回数が異なるものとされているから，九州産と東京附近産とでは異なるかも知れない。

なお，この幼虫はスギの葉に寄生するスギタマパエのように跳躍する性質は全くないつまた夏季降雨が

多く，樹皮下の湿度が高くなると，幼虫l工樹皮の外側に出てはL、廻る性質があるつ成虫は樹皮の割目，裂

目などに産卵するつ成虫が大発生すると林内を蚊のように群飛しているつ

9. 天敵関係

タマバェ科の天敵として著名なものにアシプトコバチ科 Chalcididae のものがあるコスギザイノタマ

バエからまだこの種天敵を捕獲していないが，詳細に研究すれば発見で‘きるであろうっ
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筆者が，宮崎県および東京 ~I~浅川の被害林の樹皮下で，メ〆カチピカワプミ Asaρhidion semilucidum 

MO'fSCIIULSKY の成虫を多数捕監することができた この虫は事'm食陛であるから，おそらくスギ.ザイノ

タマバェ幼虫を捕食すると思われる d 確かなことは今後の誠査研究にまたねばならないが，御参考までに

百己したi欠第て‘ある u

10. 形態

スギザイノタマパエi土新種であるため，形態の詳細;工英文で記したが，実務家の参考までに抄主すれば

次のごとくて、ある d

( 1 )成虫

( a) 維はf本長 2.10 mm  (生殖阪を含めると 2.19mm)，触角は 2.31 mm，触君主は 0.120mm，麹長

は 2.31mm，麹巾(最大部) (二 0.75mm 程度の微小昆虫で英文 Fig.1 のごとき形態である

Vf{百[[1，胸部は陥}誌ないし陪褐色で，粗毛を有するよ映は黒色，触震は褐色で， 4 節より成るこ触角l土淡

福色ないし陪編色で， 2 削節と 12ù)iの鞭状部より成る〔英文 Fig.2 参照〕 鞭:伏部の各節は 2 部に分れ，

纏鵠『訴は 3 段に;環糸をなして突出し，長い感覚剛毛は上下 2 段に輪状に配列する。

麹は透明で，密な絹色毛を有するコ第 3 主初i辰は麹]買の If[後で，前縁に援する J 第 5 趨脈は分校する c 平

均協は淡褐色で，粗毛を有する 脚l土淡湖色である、各11支の先端には，ほif直角形をなす爪があり，箇を

伴う(英文 Fig.4c 参照〕 樗i援は 11\より短い》

腹部は赤褐色ないし寅赤色で長毛を有する二生罰百板は背面へ突出せる一種の管状器管で，淡褐色を量

し，剛毛を有するコ生殖板の基存[1をなすキ!日握基宣'(iは;ijj丈で毛を生じ，鉛子:伏を呈する。梱握端節は細味で

ある c

(b) 雌l主体長 3.00 m m  (産卵管を含めると 3.63 mm)，触角fi 1.40 mm，蝕者l 土 0.234mm，平均

視は 0.417 mm，遡長t土 2.40mm，週巾(土1. 05 mm で雄より大きいっ推と著しく異なる点l土触角と生

殖出である。

1ft住の触角的一数は堆と同じく 2+12 であるが，鞭状1mの各却は H$より成;)，中央がやや溢れて!fli.鈴状を

なし，長L 、感覚剛毛は上， ド 2 段;こ輪状iこ配列するこ

産卵管は1をう赤色で長く伸びる 陰!~上板は深く， 2 葉に分れる c 禁状古11はやや長く先端i主フLい亡陰呉下

板は上板よりはるかに小さい

(2) 蝿

イ本l土赤褐色ないし赤澄色，日は黒色，触角，週給，肢は践面に露出し，暗色ないし黒色，麹鞘は第 2 腹

節に達する。後脚は第 5 腹節:こ達するコ背面は淡褐色，体の頂部に 4 個の失角を有する c 背面には各節;こ，

不規則で長く，鋭い剛毛が￡る(英文 Fig.6 参照)0 体長は 3 ， 93mm，その最大巾は 0.369mm である。

(3) 幼虫

体は長卵形，扇平で 14 節かう成る τ 成長したものは鮮紅色であるが，小さいときは白色である。頭部

は小さく屈伸自在でややキチン質化している c 胸骨はキ千シ質で胸部より自在に屈伸することができ，先
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士;告が 2 分し矢筈状である=体の末端iこは 1 対のやや頑丈なキチン質の突起を有する。これは相対応した擬

肢とみるべきものである亡体長;ヱ 3.08mm，その最大巾は1. 17mm である

(4) 卵

g~:土細長く，淡紅色を呈する一卵の長さえ 0.492mm，その最大部の径は 0.123 mm である。

11.結び

スギの樹皮下に寄生して大害をなす新害虫スギザイノタマパエの被害状況，生活史の概要および形態に

ついて芯したコ新種であるため学名や形態の詳細:ニついては Résumるに詳記しであるから，今後~く研

究されようとする方々に利用していた十三ナれ;主宰であるこ
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Motonori b:OVYE: A New Gall Midge (Itonididae) which Attacks 

the Bark of Sugi (Japanese cedar). 

R駸um� 

Introduction 

The new gall midge described in this paper attacks the bark of Sugi 

(Japan巴se cedar) , Cryρtomeria jaρonica D. Dos. , which is the economically 

most important tree in Japan. In November 1953, Mr.' Kyugo OnA collected a 

kind of gall midge from the bark of Cryρtomeria jaρonica D. Dox. in the 

mountain regions of Miyazaki Prefecture, in the Shiratori W orking Un� of the 

National Forest , Kyushu. 

The author reared many examples of this species from the host material 

whic~ were sent from Mr. K. ODA , Forest Entomologist , the Kumamoto Branch 

of the Govenlment Forest Experiment Station, Kyushu, Japan. And identificaｭ

tion was made in the Entomology Laboratory of the Sapporo Branch of the 

Govemment Forest Experiment Station, Toyohira , Sapporo , Hokkaido , Japan. 

The author wishes to express here his sincere thanks to Prof. Toichi 

UCl-nnA , Dr. Satoru KU¥YAYAMA and Mr. Kozo Y品目JlT'l'A for their help in diverse 

ways. 

Thanks are also due to Dr. H. F. Banes , Dr. M. S. Mani , Dr. K. Yasumatsu, 

Mr. Shinji KAWAT, Mr. Kazuo CII!NO and Mr. Kyugo 0]).¥ for their valuable 

suggestions and much help during the course of this work. 

Systematic position 

Flagellate antemlal segments of the male produced binodose; circumfila 

forming long loops; nっdes of the male flagellate antennal segments plainly 

unequal , three circumfila all about equal , nearly regular; claws toothed on all 

the legs, and curved nearly at right angles; palpi quadriarticulate, moderately 
long; basal clasp segment without a distinct basal lobe; the unthickened distal 

clasp segment and moderately long ovipositor place the new midge in the genus 

Thomasiniana S'l'RASD. On this account the author gives it the name. 

Thomαsinianα odai sp. nov. 

Male.-Head and thorax dark yellow to dark red, sparsely haired. Eyes black_ 

Palpi pale brown, quadriarticulate, short, sparsely setose. Relative length of 

出e palpal joints as fol1ows: I -2, H -3 , ill -3 , lV• 4. 

Antennae pale brown to dark brown: 2+ 12, proximal basal segment large, 

distal basal segment roundly quadrate; 1st and 2nd flagellar segments (3rd and 
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1 

Fig. 1 Thoracal and abdominal segments 

。f male adult of Thomasiniana odai 

sp. nov. 
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4th segments) fused , each fIagelIar segｭ

ment consisting of basal subglobular node 

bearing one ring of circmnfila with reｭ

gular loops reaching nearly to the base 
Fig. 2 Th01刊ωinianα odai sp. nov. 

of distal node and a whorl of stout long a: b, c, Antennal segments of male. 
setae twice as long as loops, and a distal d, Palpus of male. 

elongated node bearing two rings of circmnfila , in the basal ring the loops 

extend as far as the points of attachment of the distal ring of circumfila, those 

of distal ring longer, reaching the basal node of the next segment, in addition 

a whorl of long setae slightly 10nger than the loops of the distal ring of 

circumfila , those loops being the longest of the three rings; the basal and distal 

node separated by a stem and each distal node bears a distinct neck. 

Relative length and width of the antennal j,únts as in the following table: 
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Halter己s pale brown and sparsely clothed with hairs; length, 0.348 mm. 

Legs pale brown; femora at the end and tarsus dark brown, and femora 

with many long hairs on the inner side; claws curved nearly at right angles, 

those of all legs bifid, empodium very small , and shorter than claws. Relative 

length of the legs as follows: 

Fore.1eg おlid.1eg Hind-1eg 

mπ1 mm ロ1m

Femora 0,943 0.983 1.037 

Tibia り .9二乙 0.913 0.965 

1. tarsa1 joi nts 0.0邑7 0.104 0.130 

2. tarsa1 joints 1.026 0.870 1.044 

3. tarsa1 joints O. 己22 0.478 0.565 

4. tarsa1 joints 0.346 0.339 0.417 

5. tarsa1 joints 0.200 0.191 0.217 

Wings: rather dark owing to being covered with many fine dark brown 

hairs; veins pale brown; the 3rd vein reaching margin just beyond tip of wings , 

costa interrupted at this point; the fifth vein forked as in fig. 3. 

Abdomen reddish brown to yellowish red , and with many long hairs. 

Genitalia: clasp segment 

pale brown, somewhat thickly 
setose; basal clasp segment 

stout , a little longer than ba- Fig. 4 Thomωilliana odai sp. nov. a, b, 
sal wiclth, narrowing distally; First 1eg of ma1e. c, 5 tarsa1 joint 

clasp segment tapering; dor- of first leg of ma1e. 

sal lamella deeply bilobecl, with thickly and shortly setose, each lobe broadly 
rounded; lower lamella about as long as or s1ightly shorter than dorsal lamella, 

with very shallow V-shapecl emargination. 

Measurements 

Bocly: Length, 2.100 mm  (inclusive genita1ia 2.190 mm). Len_5th of antenna, 
2.31 mm. Length of wing, 2.31 mm; width of wing, 0.75 mm. Length of palpus, 

0.120mm. 

Fig. 3 Wing of male of 

Tho加俗切iana od“i 
sp. nov. 

¥TF 
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可
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Female.-Head and thorax dark red, sparsely haired. Eyes black. Palpi pale 
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Relative length of the palpal 

(井上〉スギの新害虫スギザイノタマパエについて

brown, quadriarticulate , witn short sparse setae. 

joints as fol1ows: 1 -2 , H --3 ， 目 --3 ， lV-6. 

gc::::-タ

Basal larneila 

ヰ手為?C伊予鉛

¥ -
v 沼ρジ 14
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P 

Fig. 5 Thomasiniana odai sp. nov. a, Basal antennal segme口ts of female. 
b, Terminal antennal segments of female. c, Halteres of male. 
d, Ovipositor of female nearly extended. e, Tip of ovipositor 

still more enlarged. f , Male genitalia. g, Egg. 

a 

Antennae pale brown and with dark brown setae: 2+12 , basal segments as 

in male; 1st and 2nd flagellar segment fused; flagellar segment cylindrical and 

with a slender stem as in fig. 5 a , b; each flagellar segment with two almost 

regular whor1s of long stout setae; the setae in the basal whor1 much longer 

than those in the distal , and distal whorls of setae bearing some short hairs. 

Relative len与;th and width of the antennal joints as in the following tahle: 

, Diameter of Length of sEtae 

node basal distal 

40 
30 ー
20 80 50 
20 80 50 
20 65 40 

20 65 40 
20 70 40 
20 60 40 
20 60 30 
♀o 65 30 

20 65 30 
20 65 30 
20 50 30 
20 30 25 

Length 

node stem 

Antennal joints 

No. length 
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日
目
刑
判
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出

1 50 
1L 30 
ill 95 80 
N 95 70 
V 70 60 

、1 70 60 
VIl 70 60 
1祖 70 60 
IT 70 ~ 
X 70 55 

Xl 65 50 
D 65 50 
X1J[ 60 40 
XIV 65 45 

ligl1t red to pale brown and sparsely clothed with hairs: length , Halteres 

0.417mm. 
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Legs pale brown and with many long hairs on the inner side of the femora; 

femora and tibia pale brown; femora at the distal darkened; the 1st to 4th 

tarsal joints dark brown; claws and empodium as in male. . Length of the legs 

as follows. 

Fore.leg Mid.leg Hind.leg 

mm ロ1m mm 
Femora 0.870 0.870 1.044 

Tibia 0.870 0.862 0.870 

L tarsal joints 0.104 0.078 0.104 

2. tarsa[ joints 1. (}! 7 0.809 1.000 

3. tarsal joi nts 0.478 0 ・ 504 0.591 

4. tarsa[ joints 0.287 0.321 0.365 

5. tarsal ioints 0.156 0.165 0.191 

Wings as in male. 

Abdomen reddish brown to dark red , and with many dark brown hairs. 

Ovipositor: yellowish red, long, very extensile , lamelliform, the paired lamel1ae 

elonga1ed ovoid , with fine setae, basal lamella very small. Otherwise about as 

in male. (Fig. 5, d). 
お1easurements

Body: length, 3.00 mm  (inclusive ovipositor , 3.63 mm). Length of antennae , 

1.400 mm. Length of wing, 2.400 mm; width of wing, 1.050 mm. Palpi , 0.234 mm. 

Egg.-Oblong, and pale pink in colour. Length of egg, 0.492 mm. Width in 

widest part of egg, 0.123 mm. 

Pupae..-Body reddish brown to reddish orange. Eyes black. The antennae, 

wings, and legs bεing laid against the V�ntral surface, and the colour of these 

darkened to black. The wings extended to about the second abdominal segment. 

The hind legs attaining the fifth abdominal segment. DDrsal surface pale 

brown. 

Strongly chitinized four cephalic horns are visible at the tip of the body. 

Moderately long, stout, tapering and chitinized thoracic horns arising from 

near the anterior extremity of the pupa. Nine abdominal segmentations are 

visible , and easily recognized by the series of irregular, transverse rows of 

moderatE:ly long spines on the dorsum of each abdominal segment. 

Measurements 

Body: Length, 3.93 mm; width in widest part , 0.984 mm. Cephalic horns, 

0.123 mm. Thoracic ho rns , 0.369 mm. 
Larvae.-Body moderately stout to broadly oval , long and flat , and composed 

of fourteen segments. The larvae are salmon pink in colour when ful1 grown, 

and almost white when very small. The head is small , weekly chitinized. 

Breastbone, so-called “ anchor process" is composed of chitinized, subcutaｭ

neous shaft having a length approximately half that of the diameter of the 
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A 

Fig_ 6 Pupa of Tomasillialla 
odai sp_ nov_ 

Fig_ 7 Thomasiniana odai sp_ nov. a, Ventral 
aspect of larva. b, Breastbone. 

body and terminating in a free anterior extremity, the latter is bidentate. 

This species at the posterior extremity has a pair of submedian chitinous proｭ

cesse~ ， presumably homologous with the pseudopods. 

Measurements 

Body: length, 3.08 mm; width in widest part , 1.17 mm. Length of breast-

bone, 0.246 mm. 

Host.--Cryρtonzeria jaρonica D. Dox. (Sugi) 

This species attacks the bark of the host plant. 

Type-Iocality.-Kyushu (Kakuto , Miyazaki Pref.). 

Holotyρe one male , alloty戸 one female , and ρaratypes males and females 

dissected on slides;ρaraty戸s males and females also in spirit. H olotyρes， 

allotyρes and part of the ρaratyρes in col1ection of the Entomology Laboratory 

of the Hokkaido Branch of the Government Forest Experiment Station, Toyohira , 

Sapporo , Hokkaido , Japan. 

Reared from the bark of the host plant: Specimens, many larvae, coll. 
Kyugo ODA , ll-lV -1954: many pupae, coll. Motonori IXüLYE , 25-1V -1954; 

many aclult , coll. Motonori hOrYE , 27-lV -1954. 

Distributio゚.-Kyushu ancl Honshu. 

Nam. Jap.--Sugizai-no・tamabae.

Remarks.--The larva of this species resembles that of Profeltiella dizygoｭ

myzae BAHXES, 1933, but is ea~ily clistinguishecl from it by the bificl claws on 

all the legs in adult. 

The writer has great pleasure in associating with this species the name of 

Mr. Kyugo Oda. 

Life History-Mr. K. Ocla stated in some detail the bionomics of this 

species at the.Annual Meeting of the Kyushu Branch of the Japanese Forestry 

Society, at Hitoyoshi, Kyushu, on June 13, 1954. 
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He stated that the emergence period lasted almost a month, from the beｭ

ginning of May until the bεginning of June, the most active time being about the 

middle of May ai Kakuto , Miyazaki Prefecture in Kyushu. 

Mr. H. Sonokawa said that the second emergence of the adults takes place 

at Kakuto , Miyazaki Prefecture in Kyushu from about the middle of July until 

the middle of October , the period of greatest emergence is from the first to 

the middle of August. 

According to field observations , there seem to be two generations during a 

year. But these observations require confirmation by the rearing method. 

The females mate almost immediately after emergence. Egg-laying was 

observed to take place in natural and artificial slits in the bark of Sugi trunk. 

After 7 to 10 days the larvae hatch and live throughout their lives in the inner 

bark of the host plant. 

The young larvae are whitish, but full grown larvae are salmon pink in 

colour. Those larvae pass the winter under the bark of the Sugi trunk in the 

larval stage. The pupations take place in silken cocoons which were laid in 

the larval burrows. 

Just before emergence of the adult the pupa wriggles it way from the 

pupal cavity to the surface by means of the stiff spines on its dorsal surface. 

Damage-The damage by this species has been found at Kakuto , Miyazaki 

Prefecture, Kyushu in Japan in October 1953. The pink larvae live solitarily or 

in clusters under the bark of the Sugi tree, Cryρtomeriα jaρonzca D. DON. The 

damage done is caused by the larvae tunnelling up and down the bark of the 

irunk in the subcortical layer or cambium. The bark at the infested areas is 

flaked off easily, revealing clusters of grown larvae. 

As the result of attack, the so-called fleck marks can be found in the tissue 

of the epidermis of the tree. Finally, if the Sugi tree should survive it would 

be weakened owing to the fleck marks which are scatiered throughout any 

cross-sect卲n. 

Beside this primary damage, attacked patches on the trees become highly 

susceptible to secondary infection by bacterial rot, fungi and so on. This 

midge attacks from the young tree to the matured tree of Sugi. 

The loss entailed by this midge in Sugi bark has sometimes been consideｭ

rable. Often the bark of the young trees of Sugi become so infested as to 

cause death in future years. 



スギの新宮虫スギザイノタマパェ;二ついて 〔井上ノ

グ‘，恥由
主 3

t 、

Fig. 8 The fleck marks on the 

subcortical layer ancl cambium 

。f Sugi trunk. 

Fig. 10 The sョpwood of Sugi trunk , 

Fig. 9 Cross.section of about 20.yearｭ

old CI'Yρtomel'ia j(，φonica， showing 

fleck marks clue to the attacking of 

the larvae of Thomasiniana odai. 

Fig. 11 The puparia of Thomasi-

showing fleck marks due to the niana odai laid on the bark 

attacking of Thomasiniana odai. of Sugi trunk. 

15 -

Fig. 12 As the result of attack, the epidermis Fig. 13 The damaged Sugi forest by the 

。f Sugi trunk becoming brown and larvae oﾍ Thomasiniana odai at Kakuto, 
flaking off easily. Miyazaki Prefecture , Kyushu in Japan. 


